
2 木造如意輪観音坐像 1 ~極 (鎌倉時代)

附木造吉祥天立像 1損益

楽太1"1楽東!町大二円1:仁 井上区

O!lII立輪銀首= 総日 (光1'fを除() 12.5cm 

I~，潟 6 . 0cm

r:j~\~ を結い、ヲミ返れを表し 、 J>>に毛筋を彫る 。 同11'

に巻毛をかけ、 三道を刻む。条市、ヲミヨ女、袋、腿布を

つけ、ii1i帝11を布lニ{頃けて 、右目安を立て て坐る.六将の

世n芯:検証11.背{象であるが、三併を欠(.t.r:第一手 l草場J'

につ き、第二手!j:.T.;Jより欠け、第三乎{ま前側三件{まより

欠炎する 。 右手の第一乎は右般に q l を添え 、 ~'!j'を膝iïTI

につける。第二千!:t右方に妥下して作物をとる形を淡

しそf第三手{計守的から欠うたする。胸に11旬飾リを、腕に

貯留11 、 腕~II をおI IJ:lする 。

1今l阪は、紙!慌の上lニ岩をのせ、反花、敷ilii子、受:11E、

述内 o也弁っき ) をmねる 。 伐の??に 1irJf~光子T を表す。

0有利:天 N， t:j 68 . 5cm 

lJ.Zをlil可府に垂 らし、ぽJlllをまとい、本I号?とを下げ、左

手を上げて 、 持物を と る If~ で 、 併を!.h、て開立する。
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高争?を車古u、、 ヲi:iil向上に花包含表す。(r.i，高正而に{ヒ

{ム立伐を勿Jlliする。.tt!!.援は正聞がまばら彫り、背聞を

'1と品J~ リ と する 。 lr.tt~ lJ;'l状 、 三i立を表す。 条湖 、 袋 、 税

布、天衣をまとい 、左腕を師i将して級協でj盗難をt!f-ち 、

お乎をこれに添え 、向足をおijえて問霊;盗殺底上にI紅立

する.

(説明)条話、会、美長をまとい、JJ主的でJ迫撃を.tJi円 、

右手を添えて直立する j盈形の狸鋭音像であるが、YJしi二
の花;庄のJE而iこ観音の際織である化仏立{象を浮彫りで

炎すところや、すら っとした体つきで、|波布を膝のあ

たリまで-L~くまとうとこ

ろなどは本像の特徴であ

る。桧の**:iEりからな

1)、百語 、袋、附、目な

どに彩色を秘す以外lま金
ι I;/.. 

I也のままで、いわゆる組
A令....... 

1象j氏のf'Fl日である。 日を
えもん

彬11民とし、浴衣の衣文の

彬リ{ま浅く 、平安I時代末

期ころのうえ分をたたえて

いる 。 しかし、切れ長の

自には鋭きが表され、F帳

M内>d:&fiっきになってい

るニとら見逃せない。i象
'1'f耐の烈i1r-から 、建JtV3

年(1213)10月に、 i有向包

;1<という人物が厚!ri主とな

1) 、 1?1\ r.i1附}妙~.によって

j立{象されたことが4が珂す

るよとから、 13世紀初IJjiJt

における恭準作例として

注目される。
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{鎌Ul時代)

)~.~: iil毛市F-i訓iPlT 観音寺

木造聖観音立像 観音寺
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木造如意輪観音坐像井上区



イ象背而股上に方形の孔をあけ、中に捌板を設けて、如

意輪観音像を安誼する。

(説明)像は、imf長を結い、頭部を右に傾け、右目安を

立てて坐る。六善の如意輪観音て¥木造吉祥天立像の
内や

胎内{ムである。頭{本を通し 、)jff肉を含めて、権のよう

な級密な』寸で彫成し、撃さや容など、頭部の一部に彩色

を泌す以外は、梁木のままの仕上げとする 、いわゆる
';J..-(奇ふ令

組{象風の作技を示 し、細部まで入念に彫出している。
ニ1.ど令 ....UI・2

岩座の上』こjlliWf@をのせ、金銅透彫光背も備えた本格

的な仏像で、/J、{象ながら緩めて精級な作品である。

台座反花装簡の還をEうから 、.iE応 4~(l291) 8月に、

沙門~ 'tfが願主とな 1) ，仏子定闘によ って造後された

ニとが知ら札、台座*I~浪商にも 、 慕元年l濁に、ある仏
像のj治内に本i象を納入したことを鋭わせる最tl!:がある

ことから、早くから注目されてきた俄である。
れ内白金'"

ところで、吉祥天立{象1;1:、絵のー水制対|造りからな

り、大きく内考IJ1)を施す俄である。背面」二部に1jJ移の

ヲしをあけ、蓄

z平fに{は立め込んでいる@ょのたび、この捌板の袋加にも

挟Z!?のあることが発見され、在日13:輪観音二は、造{象され

てから15年後の、高'li元 4年(1306)9月25日に 、淋1Tら

の手によ ってT主将天立像のIf合内に納められたことがH月

草rgとな った.

加1芯:給観音像を、なぜ、 営林夫.:iLi象のJJ合内に納入し

たのか、その理~陶 iま i明らかではないが、鎌倉時代にお

ける如意始鋭背像のるらi~i11!例と し て i't震であり、納{ム

吉祥天立{訟とと Lにノ'k<保存 を図る必要がある。
c<ぞ令、パかJ， ぬん川、・7も 〈

3.木造聖観音立{象 1泌 (鎌合11寺代)

愛知郡司を:削If大:j:岩fi' 1ム心~f:

{象尚 105.3cm 

0本林 高慾を結び、 天冠合を品I~ ~J\し 、 地~はまばら

彬りとする。岡1'1'の上からヲミ冠'市:を!ffi下させる。 目は

Jl!~1版 、 rr?~は環状にっくり、 三i立を表す。ヲミ衣{ま潟か

ら左右前I1昨に少しかかり垂下 し、条市 、袋(折j丞じ付

き)、l般布をまとう 。問手を!沼慢し、 左手はI1主的でillH医

茎を撮り、右iまII{;Jlioyで第一 ・二指を捻 じ、J監禁に添え

る。R震をわずかにt=.にひねり、日jfIを紙jえて立つ。

0光?干 すiJ.J彩光背。光仰に五弁をiW< ì'ì'.I，~~リで表す 。

身光昔M!ll有;:を総刻と鐙紛で、ぽi光は，lfH笛で霊ごし、周縁

者Rにはrtf者E等:を1H封IIで弘表・す。

(説19l)うずi笥〈 留を結い 、 ヲミ花王命を刷~a\ し 、 左手に

iiB畿のZEを縫り 、右手1;1:i出議に添える。ヲミ衣、条街、

袋、 I1ぜ布をまとい、l陵念少し左にひねって立つ通j形の

聖観音像である。耳東体を過 して、絵のー材で彬成し 、

腕を扇とiTで矧付ける一木造 りの桃造で、内例りはな

い。袋や級の一部に彩色を施すほかは 、金th仕上げと

する 、いわゆる航像風の彫{象である。下半身が長〈 、

すら っとした体つ きで、なで肩であるとニろや、衣文

の彫 りも浅く 、穏やかに仕上げられているところ 、自

を彫H!!とす るところも古様で、藤原彫刻lに通じるもの

がある。

本{象の，Jij.j移光背の装磁の器密から、点応元年(1222)

9月に勧進僧良A、仏側近江総指Ii経聞によって進像さ

れたこ とが明らかとなり鎌念11.寺代前期における碁給作

例として武家である。

工芸品
ht: (偽 r‘、，戸A L ニーも

1.鰐 口(所在水銀寺) 1口 (鎌倉時代)

大津'fI1図城寺町 関城寺

荷後 28.2cm 鋳銅製

周 I;t.議〈 、 鋭は目立たず、比較的、 面の lP~ll:リも少

ない 。 上~Î11X.右に片面式の耳.をつくリ 、 鉄製の吊鍛を

つける。銃座は、八楽?災弁の述慈文をま寿出し 、;近肉に

木造聖観音立像 仏心寺

- 2-



{ま 8例の巡予を・表す.放i1Iil立、二条あるいは三条の太

い紐に〉り慌鹿区、内区、外区に分ける.

(鋭明)凶城寺五別所の一つ、水鋭寺の2ド2主に懸けら

れてきた鰐口である.是正而に島幸管がふき、やや小形な

がら鋳技の優れたもので、 H百径に比べ屑のfV-みの少な

いこと、婦が目立たないこと、革盛'}の少ないところ

などに特徴がある.内外区を分ける誌や中央に据えた

詰産の形も髭い、典烈的な鎌念時代の製作と認められ

る.続長13年(1608)の刻銘から、水鋭寺本設の再建に

係わる鰐口であることが匁IらtL、資料的にも食重であ

る。

2.鰐 1日 (鎌倉時代)

1[11'l'ml'p凶町大字.iE悩手 正絹王手

rfii1f 32.7cm 幼釧製

裟かなふくらみをもっ円形披iffiを阿合わせにした形

で、問問はJI?ぃ. I-.)iぶ耳7にl，fをつくリ、下昔I11主制j聞

の寸lはどまで大きく裂け、紋を特状にし、その両立誌は

j.Lい穴をつくってnとする。政i1JiIi、外l豆、内区、後

1M区の 3区に分ける.j，jH坐I:J:十二君臨絞弁のj!li1長文を鈴

111する.雨前とも文様lil司一.

(説I!JJ)日は，，/.(、 IfJIに1]1峨リがつき、形姿のよい鰐

口である.t議座に卜二楽必稿文を$.4出しているが、か

なり使い込まれている.jr，J，j::の陰刻銘から莱東町の小

野!j:(lie N)に伝わ勺たむのであることが知られ、ま華

合時代における数少ない )~iV，作例として、また資料的

に brtmである.
ユ..ミ，J，.，)・11令《

3.金銅密教法具

火巻 lF; 
独鈷鈴 1 n 
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六著書

宝E朱鈴

差詰梓 鰐口 正福寺

三条チr't-ち品JI:、ニ粂の*'1:をめぐらしている。鈴身の上

Iflj li.犯の二制11:から i)~;\主を必ず。 4ëlま中央に 4 併|の鬼
日をめぐらし、 J.. l~rlli!出抱を二条~Jf:て'締める。鋭部に
H¥f;jをぷす。f也か ，')卜.と鈴I.t})IJ鈎。鈴の内fUlJに令釧汚

をイ寸す。鈴の 11紋li~ 市I1 に r 1)1.j I~1 ，'j: Jの|岱虫flJがある。

0京.BU合総，'::j21. 6cl11 

Ym~~に |剖~)j 火:tI~をたてた五〈珠を仲i えるはかは~~\j;，rj歩合

と|司係。

ott~j告総，\':j 24. 5cm 

頭部iに宝珠っき ~llf~ を立てた市t誌を jlHiIする。他{正

J虫i平iJ告と同級。

o~!l\鈴村・ 総l正18.1cm

抗~I:J: 'I' リとに 4 iIAlの!厄日をめぐらし、 t下に二条のおt

で絡めたÆ.feを1<す.さらに I尚治に独~j を炎す。

0三品句作 総長 18.1cm

抗~liN\鈷十l' と同憾であるが、ややJj!たい.両論にi笠

刺のついた二~i を 1<. す. !込 r 14例.

O::i;:珠衿総U 18.6<'m 

λ: Ul!Iljl.t:HI]' k'j':池寺

O 火合総~':j 6.9cm 

誌を欠失しているが、ややfl~ぃ iiiilニ認を付し、身(
火炉)にも仰をつける。 liHまには二条の~;If:をめぐらし、

三 )jに滅だ った ~Ii'i込を止める 。 JAjA仕上げ。 氏に「商
lリ]!j: J の 1:会主~Jj.れがある.

0六~:; j夜尚 4.3cl1I i'i IIIL，¥':j 1目6cm

鋭はやや!以下で、!肢が~l~ り、fJ1; ~、 sGif3 を付す。白血l

li '1'央に鈍うけをーゐ没け 、 ~l(;広がリの低い詰答を{寸
す.鋭7口、i'irut611が現存するが、いずれの底にむ

rjJlj llJl'T~りの陰刻Sれがある.

01，ぬ'f~ LH王13.1-13.3cm

中央の兎I'Ili即時に八紫の必弁をめぐらし、三銭iの

JL部い山Fと足て創る 三鋭iの州脇釘ili、節に牙状の

j並 ~ilJ をつ〈りだす 1~lf~fì 1まない.1，毛裂は同ーの文様。

011¥主'jJ告総正':j21. 3cl1l 

S骨bit、1"カヅLくる・f.!りかて柑がIl甘く。腕の上下に

酋f切手
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犯1;l. 1~!鈷仲と l'iJ憾で、

(，r，j織に三 )j火tf~っさの宝

珠を表す.鬼日{孟 3例.

{ 泌明)天ft;示、 J，!: g;i~

のギ践に必いて、秘教の

修法に用いる活LLを?色;..1立

法nという o i!.lir例.干の密

教 法J.t-Ij.、火合、六314、

約JiIt.金剛鈴、金剛件な

ど9.f慌23点を数える。い

ずiLも、鈴銅製で総合を

砲しており、必::~1:、形よ.~

とむ{愛れ、J主巧 LM鍬で・

あるところから鎌ttll.'H~

の作と々えられる u 多少

/~j~ したむの L あるが

4翰 e 霊験j

d も
.J!!臥 r<e

d も
~I，H大l にこtL!:Itのや[(1:((を

ー抗して伝 (1:するのも珍 密 教法具 西明寺

しい.

4.唐燭
~ 令

2イ子 (i+J北側l時代)

k J:Il1PI' l.'!1lfT大'j:j也.): jJ] 1狗 ~l'

その 1 総向 32.8cm その 2 総出 32.5cm
....，. .，t! 1 ~ 

絵村o !~方形、被l.i巡り、六脚つきの慌で、外側は、
:~・.， ‘

ま[銭で色付けし、その 1'.にj・i奈を伐る.内側1;t.?H長t位。
後{ま 1mmほど削って布般をぬi し、 J.~ i.<lê を検る.対側面

の脚の t部に誌を泌すためのJしをうがつ.

{説明)1，ltfli't 1;1、i'=flrc、和7航とむ;eFき、中国からW.t米

した形式の阪で、衣料や，l~/~~(などを入れるのに問い

られてきた.

[llj IIJl .'J'のhlf倣lよ、伶の-f'<似を車II合わせて長)Ji彰の

fîi をつくり、め:を被せ、 身の l~flllJ({Iiに作2本、対側面

に作1.iJ~の 、 6 .iJーの JV~J をつけたらのである。表聞は車r:

伎 で色付けしたJ-.にi!i淡をi全り 、内IItIJは.'.I.¥i1JU役リとす，

る。立~i:炎と li~!)~の .'.~~~ I ~、あるいは 、 fltlJ l fIi に刻した桑百十
dz りのS白から 、 縦~i:.:Jl; 1H 1350) 10 J Jに、凶明.".'f:Q)V悩i

Iif 樋

仏只ーを納めるために1'):られたことが'I~J Iりlする.

担li..tなl，l"fMであるが、制作$1'.代と{定mlJ的を1!l1らか

にする J~ill.作としてì't ìf( である.また. ~~fW[のiïìWりは

全国的にみて~.~主が少ないことから、資料的価I~í b t:i 
、、。

5.金銅鐸杖頭 1M (・ド安時代}

犬 1: 1lI111'良野f大'f:j也 ・.~': IIGI~I与-

総高 li.9cnl $4銅製. SI'Ï~1'i: 

鎗 l立Jr.イïl'q ヶ I~r に...:. H JJ Jf~の，，-q ; l:肢を目立ける.左右

の弦lま中央官11に 1111 リ込み、桜キIf~ に mJ~ 、 ~'.'ffilに昔話
I杉を燃え、 rll~.とに干fI愉を付した'jくtJトを飾る。輪f((には

li.愉併を安;托している。州帝11は二条mとj出I(耳で飾る。

j些鎖5(同1・1・3.

(説191)針j剣製で、，fi~f'l:の仰さ JLf.:. ~時十t~!tである。郎

総に.Li.愉t!?を安川し、愉I;j:、J.r:イi4 "パiJ十にljr;1)をつく

って fi.~E/f3 とする.そのト.~;Àj は l付に巻さ jb んで、上告11

に ~i~JïJ.\を似える。また、竹千qf~につくったtlJjの爪部に

金銀錫杖頭

I ;l. J出 II'iiNU.に~n~ を飾

り、 fll愉が愉mにj1!な

って いるの

li.iEI杉の愉iまのびの

びとした紫l刊さがあリ 、

Ji給燃や主俗、告す作文

なども、繊翁11綬炎であ

るところから、制作lま

・J<安時ftb 1針。lを下ら

ぬむのと .1j・えられ、本

FIL にむける現fn~古の

i立l刊として i'tif(である.
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